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－近年の地球規模での環境問題、歩行
や自転車利用への転換、参画型社会
の進行など社会的背景の変化によっ
て我が国のシンボルロードに求められ
る役割も変化しつつある。

第1章 研究の背景及び目的
Great Streetの解説と本研究で用いる
評価項目の設定

第2章 関西を代表する御堂筋（大阪）、御池
通（京都）、フラワーロード（神戸）、大
小路筋（堺）を調査対象街路とし、そ
の概要を整理した。

第3章 街路評価

第4章 本研究を通じた新たな整備課
題の明確化

米国のGreat Streetガイドラインを準用し
て我が国のシンボルロードを評価するこ
とによって街路整備における新たな課題
を明確化させることを目的とする。

－米国では2007年よりGreat Streetという
類似した取り組みが実行され始めてお
り現在の時代的背景を踏まえたものと
評価できる。

第1章 研究の背景と目的

■背景

■目的

■論文の構成



開始年度： 2007年度

実施主体： American planning Association
（米国都市計画家協会）

過去に選出された街路： 50街路

目的：アメリカ全土において優れた街路を選出し周知を図ることで、
まちづくりの規範とし、その活動を促進すること

内容：Great Streetガイドラインを用いて、優れた街路を毎年10本、
Great Streetとして指定・顕彰する。

第1章 Great Streetについて

■Great Streetの概要

引用：American planning Association ホームページ
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■Great Streetの概要

North Michigan Avenue Chicago, Illinois（2007）

引用：American planning Association ホームページ
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実施主体： American planning Association
（米国都市計画家協会）
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第1章 Great Streetについて

■Great Streetの概要

North Michigan Avenue Chicago, Illinois（2007）

引用：American planning Association ホームページ

Washington Avenue,St. Louis, Missouri (2011)



第1章 Great Streetガイドラインの構成

①街路の形態と構成

②街路の個性と性格

③街路の環境と持続可能への取り組み



第1章 Great Streetガイドラインを準用した評価項目の設定
①街路の形態と構成
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第1章 Great Streetガイドラインを準用した評価項目の設定

③街路の環境と持続可能への取り組み



第２章 調査対象街路の概要：御堂筋

延長距離4042.0m

商業地域 近隣商業地域



第２章 調査対象街路の概要：御池通

延長距離1840.0m

商業地域 近隣商業地域



延長距離2022.0m

第２章 調査対象街路の概要：フラワーロード

東遊園地

商業地域 近隣商業地域



第２章 調査対象街路の概要：大小路筋

延長距離1503.5m

商業地域 近隣商業地域



第３章 街路の評価結果
①街路の形態と構成



第３章 街路の形態と構成の評価結果



御堂筋の最も優先する典型横断面図

第３章 街路の形態と構成の評価結果



御池通の典型横断面図

第３章 街路の形態と構成の評価結果



第３章 街路の形態と構成

フラワーロードの最も優先する典型横断面図

第３章 街路の形態と構成の評価結果



大小路筋の最も優先する典型横断面図

第３章 街路の形態と構成の評価結果



第３章 街路の形態と構成の評価結果



第３章 街路の形態と構成第３章 街路の形態と構成の評価結果



第３章 街路の形態と構成

街灯 案内板

第３章 街路の形態と構成の評価結果



第３章 街路の形態と構成第３章 街路の形態と構成の評価結果

各種デザインが混在する御堂筋の案内板



第３章 街路の形態と構成の評価結果



第３章 街路の形態と構成の評価結果
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第３章 街路の形態と構成の評価結果



第３章 街路の個性と性格の評価結果
②街路の個性と性格



第３章 街路の個性と性格の評価結果



イチョウ並木とアイストップとなる南海ビルによるビスタの形成 緑豊かなイチョウ並木と整然としたプイブメントと壁面

第３章 街路の個性と性格の評価結果



ビル群とケヤキに縁どられた東山への眺望 落ち着いたペイブメントや整然とした街灯

第３章 街路の個性と性格の評価結果



連続した高層建築群や樹高の揃った樹列 東遊園地と一体化した歩道空間

第３章 街路の個性と性格の評価結果



天蓋を覆うようなケヤキの樹列 広幅員歩道での大きいパブリックアート

第３章 街路の個性と性格の評価結果



第３章 街路の個性と性格の評価結果



第３章 街路の個性と性格の評価結果

大阪ガスビル 大江橋及び淀屋橋

南海ビル 御堂筋銀杏並木

http://www.exblog.jp/blog_logo.asp?slt=1&imgsrc=200802/20/59/c0112559_17133638.jpg


第３章 街路の個性と性格の評価結果

東遊園地



③街路の環境と持続可能への取り組み

第３章 街路の環境と持続可能への取り組みの評価結果



③街路の環境と持続可能への取り組み

第３章 街路の環境と持続可能への取り組みの評価結果



③街路の環境と持続可能への取り組み

第３章 街路の環境と持続可能への取り組みの評価結果



第３章 街路の環境と持続可能への取り組みの評価結果

③街路の環境と持続可能への取り組み



第４章 本研究を通じた整備課題の明確化

①街路の形態と構成

■沿道駐車場の制限や沿道建築物の公共性の確保、セットバック
空間導入など多様な歩行者利用を活性化させる点がまだまだ改
善の余地がある。

■歩道や植栽帯の定期的な管理の欠落など持続可能性を高める
ための維持管理上の課題がある。

■車道景観、歩道景観とも一定以上の評価がされるが、ストリート
ファニチャーのデザインの統一性の欠如といった課題も認められ
る。



■4街路ともに街路景観において一定の特徴を発揮している点が
評価できる。

■文化財の分布状況にも見られたように沿道における歴史的建造
物が非常に少なく歴史性の継承といった課題が明らかとなった。

■また、集客性の高いイベントが一定以上導入されているものの
イベントへの企業や市民の参画機会を提供するといった課題も
認められる。

第４章 本研究を通じた整備課題の明確化

■雨水流出の抑制による都市型洪水の抑制といった課題やヒート
アイランド対策が世界の先進都市で取り組まれようとしている中で、
4街路ともそれへの対策の遅れが指摘できる。

③街路の環境と持続可能への取り組み

②街路の個性と性格


